【チェックシート】
	作業前の注意
	· 長袖・長ズボン、長靴、帽子、手袋、マスク、防護用ゴーグル着用。
· 草刈機のエンジンを始動する際、周辺に人や動物等がいないことを確認し、また近寄らないように注意する。
· 漏れた燃料への引火防止のため、燃料を入れた場所より３ｍ以上離れた所でエンジンを始動する。
· 作業箇所に石や金属物などが散見される場合、事前に除去する。石等の異物が飛散する可能性があります。
· 作業場所にスズメバチなど危険虫がいないかを確認する。

	作業中の注意
	· 坂になっているのり面は不安定で危険であるため、しっかり足場を確保して転倒しないように足下を確認しながら作業を行う。
· 刃にからんだ草などを取る場合、エンジンが止まっていることを必ず確認すること。
· 草刈り時、飛び石が生じるおそれがあるため、作業者は排出口側に立たないこと。
· 草刈り中の作業者との会話はエンジンを止めてから行うこと。
· 作業している周辺に人家や車などがある場合は、防護シートで覆ってから作業を行う。
· [bookmark: _GoBack]やけど防止のため、作業中やエンジン停止後１５分間はエンジン本体やマフラなどに触れないこと。
· 異物と衝突（噛み込み）した場合は、作業を止め、エンジンを停止し、点検を行うこと。

	作業後の注意
	· エンジンが冷えるまで可燃物（燃料・枯れ草・ビニールなど）の近くに置かないこと。

	その他
	· 長時間作業による疲労から不注意やミスを生み、事故につながるため、市民活動で行う場合は１時間程度を目安にすることが望ましい。
· 雨や強風の日は作業を避ける。
· 集団作業の場合、安全第一であることを、よく申し合わせる。
· 草刈機に付いている土などを清掃し、返却すること。
· 燃料を満タンにし、返却すること。




